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無痛性の非炎症性腹部腫痛にて発見された横行結腸間膜放線菌症のｌ例を経験した．症例は72歳の

女性．主訴は全身倦怠感，食欲不振．左下腹部に圧痛のない手拳大の硬い腫痛を触知した．白血球数，

CRPは正常範囲で，便潜血反応(－)であった．ＣＴでは左下腹部の腹壁直下に，繊維性変化を伴い，

不均一にenhanceされる腫痛像と，近接する横行結腸壁の肥厚を認めた．注腸Ｘ線検査では横行結腸

に鋸歯状の全周性不整狭窄像を認めた．経過中に発熱，圧痛を認めたため脂肪織炎などの炎症性病変

に伴う横行結腸狭窄を考えたが，悪性病変も否定できなかった．腹壁に一部癒着した横行結腸の壁外

性腫癌を認め，横行結腸部分切除術を施行した．病理学的には放線菌塊が認められ，横行結腸間膜放

線菌症と診断された．本症は術前診断が困難であるが，腹部腫痛の鑑別診断として念頭におく必要が

ある．また，外科的切除後は原則的には抗生物質の長期投与は必要ないと思われた．

腹部computedtomography(CT)検査：左下腹部の

腹壁直下に，著明な繊維性変化を伴い不均一にｅ､‐

hanceされる腫痛像を認めた．横行結腸と連続して腸

管壁の肥厚も認められ，横行結腸周囲脂肪織の炎症性

腫痛が示唆された．また，内部に微小石灰化を示唆す

るhighdensity像も認められた（Fig.１)．

注腸Ｘ線検査：横行結腸の約１０ｃｍにおよぶ鋸歯状

の全周性不整狭窄像が認められた（Fig.２)．

大腸内視鏡検査：横行結腸の同部位に狭窄を認め，

粘膜浮腫と点状出血およびびらんを認めたが，生検で

は悪性所見は得られなかった．

入院後経過：精査中の入院第28病日に，３８℃台の発

熱と腫痛部位の圧痛を認めた．血液生化学検査では，

白血球9,200/mm3とＣＲＰ4.5ｍｇ/dlの軽度上昇を認め

た．抗生物質(CTM2g/日)の投与にて，４日後には解

熱し圧痛も消失した．白血球，ＣＲＰも正常化した．

以上より，脂肪織炎などの炎症'性病変に伴う横行結

腸狭窄を第一に考え，また悪性病変も否定しきれず開

腹術を施行した．

手術所見：左下腹部腹壁に一部癒着した横行結腸の

壁外性腫痛を認めた.腹壁を一部合併切除したうえで，

腫痛とともに横行結腸部分切除術を施行した．

切除標本所見：横行結腸の壁外性に硬い腫癌（8.0

×6.0ｃｍ)を認め，粘膜面はひきつれのみであった．割

面は灰白色で脂肪組織が混在していた．明らかな異物

などは認められなかった（Fig.３)．

はじめに

腹部放線菌症は比較的まれな疾患で，口腔内常在菌

である放線菌による慢性肉芽腫炎である．今回，無痛

性腫痛を触知し，経過中に発熱，圧痛が出現した横行

結腸間膜放線菌症を経験したので報告する．

症例

患者：７２歳，女性

主訴：全身倦怠感，食欲不振，体重減少

家族歴：特記すべきことなし．

既往歴：特記すべきことなし．

現病歴：平成９年１月頃から全身倦怠感，食欲不振

が出現した.３月に入り，体重減少が著明となり当院内

科を受診した．左下腹部に手拳大の腫痛を認め，精査

のため入院となった．

入院時現症：身長139ｃｍ，仕重50.0kg(約7ｋｇ減少)，

体温36.5℃，血圧140/90,脈拍78/分,整.意識清明で全

身状態は良好であり,心肺に異常所見を認めなかった．

腹部所見では左下腹部に圧痛のない１０×8ｃｍ大の表

面平滑な可動性のある硬い腫痛を触知した．

入院時検査成績：白血球7,200/mm3，血小板28.3万／

mm3，ＣＲＰ0.1ｍｇ/dlと正常範囲であった.便潜血反応

は陰性であった．その他の血液生化学検査，尿検査，

腫傷マーカーに異常を認めなかった．
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